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『

語
文
論
叢』

投
稿
規
定

一
、
投
稿
資
格

本
学
会
会
員
で
会
費
完
納
の
者
と
し
、
内
容
は
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。

二
、
原
稿
の
採
否

原
稿
の
採
否
は
、
本
学
会
事
務
局
編
集
委
員
ま
た
は
編
集
委
員
会
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
審
査
員
が
厳
正
に
行

う
。
た
だ
し
、
採
択
の
場
合
で
も
、
原
稿
の
一
部
改
稿
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
る
。

三
、
執
筆
要
領

�
原
稿
は
、
原
則
と
し
て
、
図
表
を
含
め
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
換
算
で
三
五
枚
程
度
と
す
る
。

�
書
式
は
、
縦
書
き
・
横
書
き
の
い
ず
れ
で
も
可
。
そ
の
他
の
表
記
法
に
も
、
特
に
制
限
は
な
い
が
、
図

版
や
作
字
を
必
要
と
す
る
難
解
な
漢
字
な
ど
は
、
必
要
最
小
限
度
に
と
ど
め
る
こ
と
。

�
図
は
、
明
瞭
な
も
の
を
用
意
し
、
表
は
、
な
る
べ
く
版
下
原
稿
を
用
意
す
る
こ
と
。
ま
た
、
図
表
の
挿

入
位
置
を
原
稿
に
明
示
す
る
こ
と
。

�
形
式
・
内
容
と
も
完
備
し
た
完
全
原
稿
で
あ
る
こ
と
。

�
論
文
に
は
、
四
〇
〇
〜
八
〇
〇
字
程
度
の

｢
要
旨｣

を
必
ず
別
添
す
る
こ
と
。

�
印
字
原
稿

(

Ｐ
Ｄ
Ｆ)

お
よ
び
文
書
デ
ー
タ

(
機
種
名
・
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
名
、
氏
名
・
文
書
名
等
を

明
記)

と
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
と
を
適
当
な
媒
体
で
提
出
す
る
こ
と
。
な
お
、
メ
ー
ル
添
付
の
場
合
は
、

事
務
局
に
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

四
、
投
稿

�
投
稿
希
望
者
は
、
九
月
末
日
必
着
で
、
千
葉
大
学
文
学
部
日
本
文
化
学
会
事
務
局
宛
に
、
文
書
で
投
稿

の
旨
を
連
絡
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、
①
題
目

(

仮
題)

、
②
原
稿
の
予
定
枚
数

(

四
百
字
詰
原
稿
用
紙

換
算)

、
③
執
筆
者
の
氏
名

(

よ
み
か
た)

・
住
所
・
電
話
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
・
所
属
・
職
名
を

明
記
す
る
こ
と
。

�
掲
載
さ
れ
た
場
合
は
、
千
葉
大
学
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と

(

リ
ポ
ジ
ト
リ
に
非
排
他
的
な
公

共
送
信
権
を
譲
渡
す
る
こ
と)

を
承
認
し
た
も
の
と
し
て
扱
う
。

�
原
稿
の
提
出
は
、
十
二
月
末
日
必
着
で
、
千
葉
大
学
文
学
部
日
本
文
化
学
会
事
務
局
宛
に
送
る
こ
と
。

�
投
稿
原
稿
・
デ
ー
タ
メ
デ
ィ
ア
は
返
却
し
な
い
。

五
、
校
正

�
著
者
校
正
は
、
原
則
と
し
て
初
校
の
み
と
す
る
。

�
原
稿
に
無
い
字
句
の
加
筆
・
修
正
は
遠
慮
す
る
こ
と
。

�
校
正
稿
の
返
却
期
日
を
厳
守
す
る
こ
と
。

六
、
そ
の
他

論
文
掲
載
の
場
合
は
、
掲
載
誌
一
部
を
配
付
す
る
が
、
そ
の
他
に
一
〇
部
を
実
費
で
買
い
取
っ
て
頂
く

(

抜
刷
は
な
い)

。
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